「パテント」誌　投稿票
（本票と投稿原稿を電子メールに添付して送付するか郵送してください）
日本弁理士会広報センター
会誌編集部 　宛
投稿日：　平成　　　　年　　　　　月　　　　日
題名：
執筆者名：
＜投稿時チェックリスト＞
下記ご確認の上、□を塗りつぶして下さい（■）。塗りつぶしのない項目がある場合、編集部から連絡させていただく場合があります。
□　　投稿する記事は未発表であり、他誌に寄稿されていないものである。
※ 二重投稿を防止する観点から、投稿原稿受領日より、原稿が掲載された「パテント」誌が発行となるまで、未発表の状態を維持し、かつ他の雑誌等にご投稿いただかないようお願いいたします。また、パテント誌が発行された後１ヵ月が経過するまでの間は、他の雑誌等への転載をお控えくださいますようお願いいたします。
□　　判例解説・審決解説の投稿記事の場合、執筆者は一方の当事者、代理人又は補佐人（以下、当事者等という）若しくは当事者等と共通する事務所の所属員に該当しない。
※　記事の内容について公平性を担保するため、具体的訴訟事件・審判事件を対象にした記事である場合や、記事内において具体的訴訟事件・審判事件に触れられている場合において、執筆者が一方の当事者、代理人又は補佐人（以下、当事者等という）若しくは当事者等と共通する事務所の所属員に該当するときは、原則として掲載をご遠慮いただいております。
□　　「パテント」への投稿に関し、以下の確認事項（１）～（６）を確認した。
確認事項
（１）掲載についての検討
受領した原稿は、本会の広報センター会誌編集部（以下「編集部」）において内容を検討し、「パテント」への掲載可否について審議し決定します。本会の事務局が原稿を受領した日が原稿受領日となります。
具体的な掲載基準については、後述の“（６）「パテント」掲載基準”をご覧ください。
なお、検討を行っていく中で表現等の修正をお願いすることがございます。
（２）著作権の許諾
「パテント」に掲載された記事の著作権は原則として著作者に帰属しますが、本会が当該著作物を以下の出版物等に転載又は再掲載することについて許諾していただきます。
 　　（Ａ）本会の会員向けの出版物
 　　（Ｂ）本会のホームページ
（３）転載
「パテント」に掲載された記事の全部又は一部を他の出版物、印刷物又はホームページ等に転載される場合は、事前に編集部までご連絡ください。
また、転載は当該「パテント」の発行から１ヵ月経過以後とし、その際に「パテント」に掲載されたものであることを明記してください（掲載巻号・ページ）。
（４）別刷りの贈呈
 　　「パテント」に掲載された原稿１編につき、別刷り３０部を贈呈します。追加の別刷りを希望なさる場合は有料にてお受けしますので、校正終了時までにご相談ください。
（５）原稿料
 　　掲載記事の原稿料は、本会の「会誌掲載規則（内規第６８号）」に基づき、お支払します。具体的には、１頁あたり７，０００円（税抜き）です。（平成２８年３月現在）
（６）「パテント」掲載基準
	応募資格
	原則として執筆者の制限はありませんが、本誌の性質上、知的財産の実務又は研究に携わっている方が好ましいです。執筆者の職業、地位、資格等に見合わないと判断される場合には、掲載を見送らせていただくこともございます。

	内　容

	国内外の知的財産に関する記事であること。「論考」「解説」「報告」などは問いません。


	引　用
	原稿中に他人の著作権に係る著作物を引用した場合は、引用箇所を明確にし、出典を記載すること。

	原稿の量 
	パテント１０頁以内（１頁＝２，０００字）※図表を含みます
※文字のみの場合、５，０００字以上～２０，０００字以内（引用部分を含む）で作成してください。
※図表が入る場合、図表を含めてパテント１０頁以内でおさまるよう作成してください。
※本編とは別に４００字程度の要約文書と目次をあわせて作成してください。
※編集の都合上、原則「１テーマにつき１原稿」とし、複数号にわたる分割掲載・連続掲載はお断りしています。 

	掲載できない記事
	・既に発表済みの原稿及びその翻訳（会誌掲載規則（内規第６８号）第３条第１項）
・下記に該当する記事。（会誌掲載規則（内規第６８号）第３条第５項）
（１）時機を失した記事を主体としたもの
（２）特定の個人や団体を非難し中傷するもの
（３）特定の記事を誹謗するもの
（４）特定の個人や団体を宣伝するもの（企業紹介、商品紹介等、記事中の説明に必要な範囲で特定の個人や団体の表示を行う場合を除く。）
（５）特定の対象物を宣伝するもの（企業紹介、商品紹介等、記事中の説明に必要な範囲で特定の対象物の表示を行う場合を除く。）
（６）国、地方公共団体の職員がその役職名を以て掲載する職務上の情報に関する記事で、事前に当該官公庁の承諾をえていないもの
（７）寄稿者の職業、地位、資格等に見合わないと認められるもの
（８）公の秩序又は善良な風俗を害するもの
（９）会誌の品位を害するもの
（１０）公平性を欠くもの
（１１）単なる事実の列挙を主とするもの
（１２）発表済の記事を複数組み合わせたに過ぎないもの
（１３）発表済の記事を翻訳したに過ぎないもの
（１４）その他、会誌としてふさわしくないもの



